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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
杉
原
千
畝
元
在
カ
ウ
ナ
ス
日
本
国
領
事
代
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
に
よ
り
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
杉
原
千
畝
在
カ
ウ
ナ
ス
領
事
館
副
領
事
（
当

時
。
以
下
「
杉
原
副
領
事
」
と
い
う
。
）
は
、
在
カ
ウ
ナ
ス
領
事
館
副
領
事
在
任
中
に
ユ
ダ
ヤ
系
避
難
民
に
発
給
し
た
査
証

に
つ
い
て
、
「
リ
ト
ア
ニ
ア
人
及
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
発
給
し
た
通
過
査
証
は
二
千
百
三
十
二
件
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
ユ
ダ

ヤ
系
に
対
す
る
も
の
は
約
千
五
百
件
と
推
定
さ
れ
る
」
旨
の
報
告
を
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
に
よ
り
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
昭
和
十
五
年
当
時
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て

は
一
般
の
外
国
人
入
国
取
締
規
則
の
範
囲
内
に
お
い
て
公
正
に
処
置
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
杉
原
副
領
事
に

対
し
て
、
「
通
過
査
証
は
、
行
き
先
国
の
入
国
許
可
手
続
を
完
了
し
、
旅
費
及
び
本
邦
滞
在
費
等
の
相
当
の
携
帯
金
を
有
す

る
者
に
発
給
す
る
」
と
の
外
務
本
省
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
た
。
杉
原
副
領
事
は
、
こ
の
指
示
に
係
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
者
に
対
し
て
も
通
過
査
証
を
発
給
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

一



外
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
に
よ
り
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
杉
原
副
領
事
に
対
し
て
懲
戒
処
分
が
行
わ
れ

た
と
の
事
実
は
な
い
。

六
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
に
よ
り
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
杉
原
副
領
事
は
昭
和
二
十
二
年
六
月
七
日
に

依
願
退
職
し
て
い
る
。
外
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
か
ら
は
、
そ
の
理
由
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
、
九
及
び
十
に
つ
い
て

平
成
三
年
十
月
三
日
、
当
時
の
外
務
政
務
次
官
は
、
杉
原
副
領
事
夫
人
等
と
面
会
し
た
。
当
時
の
外
務
政
務
次
官
は
、
杉

原
副
領
事
の
人
道
的
か
つ
勇
気
あ
る
判
断
を
高
く
評
価
し
、
杉
原
副
領
事
の
行
動
を
日
本
人
と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
る
旨
、

ま
た
、
五
十
年
に
わ
た
っ
て
外
務
省
と
杉
原
副
領
事
の
家
族
と
の
間
で
意
思
の
疎
通
を
欠
い
て
い
た
こ
と
は
不
幸
な
こ
と
で

あ
っ
た
旨
を
外
務
政
務
次
官
と
し
て
発
言
し
た
。
面
会
に
つ
い
て
記
録
し
た
文
書
は
外
務
省
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
「
秘
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四

十
二
号
）
に
基
づ
く
開
示
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
法
の
規
定
に
従
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。

八
に
つ
い
て

二



外
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
か
ら
は
、
御
指
摘
の
理
由
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
会
談
が
行
わ
れ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

十
二
及
び
十
三
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
は
、
杉
原
副
領
事
の
生
誕
百
周
年
に
当
た
る
年
で
あ
り
、
外
務
省
と
し
て
、
杉
原
副
領
事
の
業
績
を
た
た
え

る
顕
彰
プ
レ
ー
ト
を
外
交
史
料
館
に
設
置
し
た
。
顕
彰
プ
レ
ー
ト
に
は
、
「
勇
気
あ
る
人
道
的
行
為
を
行
っ
た
外
交
官
杉
原

千
畝
氏
を
讃
え
て
」
等
の
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
四
に
つ
い
て

顕
彰
プ
レ
ー
ト
に
、
御
指
摘
の
記
載
は
な
い
。
顕
彰
プ
レ
ー
ト
に
は
、
外
務
省
と
し
て
、
杉
原
副
領
事
の
業
績
を
た
た
え

る
文
言
を
記
載
し
て
い
る
。

十
五
に
つ
い
て

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
、
杉
原
副
領
事
に
対
し
、
昭
和
四
十
四
年
に
勲
章
を
、
昭
和
六
十
年
に
「
諸
国
民
の
中
の
正
義
の
人

賞
（
ヤ
ド
・
ヴ
ァ
シ
ェ
ム
賞
）
」
を
授
与
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

三



十
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
実
は
な
い
。

十
七
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
杉
原
副
領
事
は
、
勇
気
あ
る
人
道
的
行
為
を
行
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

四


